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県へき地・小規模校教育研究大会【肝属大会】
錦江町立大原小学校 研究紀要紹介

１ 研究主題

大原に愛着と誇りを持ち，心豊かでたくましく生きる子どもの育成

～複式学級の特性や児童の実態をふまえた学習指導の充実と

地域に根ざした教育活動の展開をめざして～

２ 研究主題の設定理由 省略

３ 研究主題について 省略

４ 研究の仮説と研究の内容 省略

５ 研究の実際（概要）

(1)学力向上と指導法の改善

ア 個を生かす複式学習指導の充実

(ｱ)基本的な学習指導過程について

子どもたちが主体的な学習を進めるためには，子ども一人一人が基本的な学習の進め

方を身に付けておく必要がある。そのためには，本校としての基本的な学習指導過程を

明確にし，日頃からそのような学習を展開していなければならない。

本校では，算数科における１単位時間の流れを，次のようにとらえている。

【１単位時間の流れ】教師の位置（ ） わたり（ ）

下学年

課題把握 問題の焦点化 課題追究 解決 定着 応用 発展

つかむ 見通す 調べる 確かめる まとめる 深める

上学年

応用 発展 課題把握 問題の焦点化 課題追究 解決 定着

深める つかむ 見通す 調べる 確かめる まとめる

(ｲ)わたりの工夫

「わたり」とは，教師が一方の学年から他方の学年へ交互に移動して直接指導をした

り間接指導をさせたりする動きをいう。

わたりを効果的なものにするためには，教師がついていない間接指導を充実させるこ

とと，「わたる」前の見届けを確実に行う必要がある。

わたる前の見届けは，間接指導の際，子どもが自主的・主体的に学習を進めることが

できるよう，わたる前の直接指導時に間接指導時の活動を明確にしておくことである。

見届けの留意点として，次の３点が考えられる。

① 直接指導時の指導内容を精選して，学習の手順や方法などを決定・確認する時間を

十分に確保する。

② 間接指導時の学習内容によって見届けの留意点も異なってくる。
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③ 間接指導後の直接指導では，すぐに全体指導をするのではなく，わたる前に個別指導をし

た子どもの学習状況を把握することが大切である（個から個へわたる）。その際，ノート等

を見て，称賛の声かけや丸付け等によって，一人一人の学習の過程や理解度等を把握すると

ともに，次の学習に役立てる。

(ｳ)ガイド学習の充実

ガイド学習とは，間接指導の効率化を高めるために考え出された小集団学習の形態である。

子どもの中から学習の案内役，いわゆるガイドが，教師の指導の下に立てられた学習進行計画

により，主として間接指導時の話し合い学習をグループで行う学習形態である。

ガイドは，どの子どもにも経験させるために基本的には輪番制としているが，ガイド役やガ

イド学習に慣れさせるため，一定期間集中してガイド役をさせることもある。

なお，ガイド学習がスムーズにいくように，「手引き」の準備や事前の打ち合わせ，ホワイ

トボードやパソコンの活用等を図っている。特に，ワークシートや板書については，間接指導

時の自学学習のポイントになるため，単に学習内容を追究させるだけでなく，学習の順序や流

れが確認できるように工夫している。

(ｴ)個を生かすための工夫

個を生かすための配慮事項として，次の３点を考えている。

ａ 両学年同時個別指導時間の設定

１単位時間に調べる段階（およそ１０分）やまとめる段階で，両学年の子どもの学習状況

を同時に見取る時間帯を設定する。

このことによって，子ども一人一人の学習状況を的確に把握し，つまずきに対する手立て

を行うことによって，基礎・基本の確実な定着を図る。

ｂ 個別の指導内容（教師の願い）とその確認場所・時間の設定

少人数のため子ども一人一人の実態は把握しやすいが，その実態把握を踏まえて，効果的

な個別指導を行うためには，場当たり的な対応だけでは不十分である。

１単位時間の中で，事前に子ども一人一人に応じてどんな内容（教師の願い）をどの状況

（場所・時間）で指導するかを検討しておく必要がある。また，特に支援を要する子どもに

ついては，個々の対応策をふまえる必要がある。このような準備があってこそ，授業の中で

適切な支援がより可能となり，指導と評価の一体化も進めることができる。

ｃ 評価の工夫

子どもたちの伸びを適切に評価し，それに応じた指導をすること（指導と評価の一体化）

は，子どもの学習意欲を高める上で重要である。しかし，評価の場合，形式が細かすぎると

長続きせず，日常的な活用が難しい。

したがって，教師による評価は，単元レベルでＡ４サイズ１枚とし，各授業毎に記入でき

る，または記入すべきことのみとした。子どもの自己評価もあまり時間をかけないですむも

のとした。
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(ｵ)本校の本時授業モデルと１・２年生本時案

これまでの考えを基本として，本校では，本時の授業モデルをこのようにとらえている。

（教師の願い） 本 時 （教師の願い）

児Ａ 一人一人の児童に (1)目標 児Ｃ：

期待する教師の願い ・

児Ｂ を指導案に書きこ (2)本時の展開にあたって 児Ｄ：

む。 ・

教師の具体的な働きかけ 主な学習活動 教師の位置 主な学習活動 教師の具体的な働きかけ

１ 問題把握 １ 前時の復習 ガイドの指示

・既習学習

・相違点

２ 問題把握 ガイドの指示

２ めあての焦 ・既習学習

点化 ・相違点

めあての焦点 ３ めあての焦点 一人一人に期

化と調べる方法 化 （Ｃ） 待する願いを授

の確認について 業のどこで指導

は，直接指導と ３ 調べる方法 するか，書き込

する。 の確認（Ａ） む。

４ 自分なりの ４ 調べる方法の

追究 （Ｂ） 確認 特に個別の支

教師が両学年 ・一人調べ 援を要する子ど

にわたれる時間 ・ペア学習 ５ 自分なりの追 もについての対

を十分確保し， ・全体確認 究 （Ｄ） 応策を書き込む

個に応じた指導 ・一人調べ

する時間を増や ５ まとめの確 ・ペア学習

した。 認 ・全体確認

（追究時の両学年

指導） ６ 練習問題 ６ まとめの確認 終末段階に，

発展的学習やド

７ 感想を書く ７ 感想を書く リル的な活動を

まとめの確認 する時間を作っ

も直接指導とす ８ 練習・発展 ８ 練習・発展問 た。

る。 問題等をする 題等をする （終末時の両学年

指導）

但し，本校のような少人数指導では，児童数や個々の児童の実態に応じて，指導形態を変え

る必要も出てくる。児童の実態を考慮した展開例を次（１・２年）に示す。

これは，現時点での本年度の展開例であり，今後児童の実態に応じて変わる可能性もある。

視 点 １

視 点 ２ 視点３

視 点 ５

視 点 ４

視 点 ６

視点７




